

























主査 早稲田大学教授 博士（法学）（早稲田大学） 大場 浩之  
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 早稲田大学大学院法学研究科博士後期課程を研究指導終了により 2017 年 3 月
に退学した梶谷康久氏（朝日大学講師）は、早稲田大学学位規則第 7 条第 1 項
に基づき、2020 年 2 月 6 日、その論文「不動産賃借権性質論」を早稲田大学大
学院法学研究科長に提出し、博士（法学）（早稲田大学）の学位を申請した。後
記の委員は、上記研究科の委嘱を受け、この論文を審査してきたが、2020 年 6


















第 1 章 日本における不動産賃借権の歴史的展開 
第 2 章 ドイツにおける使用賃貸借 Miete の歴史的展開 
第 3 章 オーストリアにおける使用賃貸借法制と物権債権峻別論否定論 








関係・不動産賃借権の登記請求権、の 3 つの問題を措定する。 
 























































































































































2020 年 6 月 20 日 
 
審査員                   
主査 早稲田大学教授 大場 浩之 （民法） 
 
副査 早稲田大学教授  山野目 章夫（民法） 
 
早稲田大学教授 秋山 靖浩 （民法） 
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